






















































株式会社湖南リサイクルセンター

産業廃棄物 処理

県下最大級の処理能力を有する
ゼロエミッション工場

株式会社湖南リサイクルセンターでは産業廃棄物、一般廃棄物の処理と
リサイクルを行っています。廃プラスチック類、木くず、紙くず、繊維くず、
ガラス・陶磁器・コンクリートくず、金属くずなど８品目を取り扱っています。
適正な選別、中間処理を行い、マテリアルリサイクルや、サーマルリサイクルに繋げます。
また、お客様のニーズに合わせたリサイクル、処理を行います。
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［ 先進的な施設・設備 ］ KINKAN GROUP Environmental Report 2014 

再利用可能な廃棄物

マテリアル
リサイクル

マテリアルリサイクルできない廃プラスチック

セメントリサイクルできないプラスチック、紙くず、繊維くず、また、その混合物

セメントにも、RPFにも適さない廃棄物

 搬入される廃棄物から有価物のプラスチックを当
工場で粉砕、圧縮、溶融加工し、国内外に売却し
ています。また、塩化ビニール（塩ビ）パイプ専用の
粉砕機を導入し、更にリサイクル率を向上させてい
ます。処理されたプラスチックは国内外にて、新しい
プラスチック商品に生まれ変わります。
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産業廃棄物 処理

木材チップ専用破砕施設

湖南リサイクルセンターに同設する木材チップ専用破砕施設では、
種類ごとに搬入された木くずを、破砕施設によりチップ化します。

木材チップは製紙原料や建材原料、マルチ堆肥などに利用されています。
原料や堆肥として利用出来ないものは、バイオマスボイラーの燃料として活用しています。
自然の恵みを有効に再利用することを目的に、木材のリサイクル率１００％を目指しています。

［  様々な状態の木くずを有効にリサイクル ］

●製紙原料チップ

●建材原料

●堆　肥

●バイオマスボイラー

　燃料チップ

有価物として売却されます。

木くずを破砕してチップを製造します。

純木パレット、梁、柱材など 合板、腐敗パレット、生木、枝葉など

 当グループ木材チップを原材料に、
木の樹脂で固形化した木質100％リ
サイクル素材で、初めて車輌の乗り入
れ基準をクリアした製品です。環境に
やさしい無公害で、高い断熱効果と
ヒートアイランド現象の防止効果があ
りますので、駐車場や歩道、外構周り
などの屋外でご利用できます。

車輌が乗れる唯一の
木質成型舗装材「森のれんが」

木の温もりを感じ周囲の
景観との調和が取れる
ライフスタイル

チップの活用例
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「森のれんが」

釘などの金属は
磁力選別機により
分けられます。
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【環境・社会活動のあゆみ】

ＩＳＯ１４００１ 認証取得

廃植物油の回収・ＢＤＦプロジェクト開始

琵琶湖環境ビジネスメッセ参加開始

社内環境ポイント制度開始

環境報告書の第一号を発行

森林づくりパートナー協定

エコキャップ推進運動開始

愛する地球のために約束する協定

滋賀グリーン購入ネットワーク 入会

ヨシでびわ湖を守るネットワーク参加

循環型社会創造研究所えこら設立

第３回草津市地球温暖化防止大賞受賞

第２回しが低炭素リーダー賞受賞

いしべ共働作業所 障がい者雇用開始

第4回草津市地球温暖化防止大賞受賞

コナン市民共同発電所へ出資

太陽光発電パネル設置

 2005年

2006年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

大きな前進　構成の体系化

　KINKANグループとしては、この2014年版が環境報告書の第６号
ということです。この種のものを作成して外部に提供し続けるために
は大変な努力の継続を必要とし、数年で止まってしまう事例も多いの
です。それだけに、いろいろな期待をしながらページを開きました。
　実際に読み進みますと昨年の第５号との大きな変化にすぐに気がつ
きます。環境方針も掲げられ、全体の構成がより体系的になったこと、
また、そのためにそれぞれの活動の位置づけが明確になったことで
す。このことは、グループが目指しているのは何なのか、そのためにグ
ループが日々努力していることは何なのか、これらの理解につながる
報告書に成長してきたということに他なりません。何よりもここまでこ
ぎつけた情熱と努力に敬意を表するものです。

 多岐にわたる活動内容

　環境マネジメントへの取り組みはコンプライアンスの内容や取り扱
い許可品目の府県別に整理された詳細な一覧表から始まり経営分野
の特性をよく反映するものとなっています。
　それに続く自然保護活動、地域活動は多様な展開を見せていて、あ
る意味では「環境報告書」から「CSR報告書」への過渡期的な性格を
帯びるものになっていると言えます。環境というフィルターを通して、
福祉や教育などとの複合サービスを創出し、時代にあわせた変化を
進める、という構想がトップメッセージに示された背景もこうした面に
現れているのでしょう。

 報告書の深化のために

　分析的な面では、廃棄物関連事業は他の分野の事業とは異なり、
たとえば社内でのエネルギー消費削減のような内部の環境改善活動
と、社会の廃棄物をどれだけ適正に扱ったのかという外部の環境改
善活動との両面を備えているという特性があります。この両面を統合
的に把握できる視点が提供されると、社会がグループを評価する際
の有効な手がかりにもなることが期待されます。
　また総合的な面では、事業活動が多様化すればするほど、社会一
般に向けた報告書は総花的なものに陥りやすいのが実情です。次に
は「時代に合わせた変化」に応じた報告書のビジョンをお示し頂ける
ことを願うものです。

土屋 正春 様
■プロフィール
　滋賀県立大学環境科学部長、副学長を経て現在
は名誉教授。また、水資源環境学会会長、（公財）千
里リサイクルプラザ研究所長、および（一社）滋賀グ
リーン購入ネットワーク会長を務めており、これらは深
刻化する環境問題にオープンな姿勢で臨む組織づく
りの推進という点で共通している。

滋賀県立大学 
名誉教授

［第三者意見］

近畿環境保全株式会社 営業本部
〒520-3114 滋賀県湖南市石部口3丁目6番13号

TEL 0748-77-7288　FAX 0748-77-7299
E-mail: info@kin-kan.co.jp　
URL: http://www.kin-kan.co.jp　担当 : 西村 幸佑

【お問い合わせ】
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